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金
津
古
蹟
志
巻
五

に
三
十
石
異
風
料
賜
は
れ
り
と
云
々
。
と
あ
り
。
卒
衣
按
宇
る
に
、

隙
普
鍬
に
‘
天
正
十
二
年
末
森
後
誌
の
時
、
津
幡
に

τい
づ
れ
も
油

断
候
ゆ
ゑ
弓
衆
た
ど
も
弦
を
は
づ
し
有
ν
之
。
俄
に
利
家
様
御
出
馬

被
.
成
、
町
口
に
て
事
の
外
御
い
か
り
候
へ
ば
、
大
塩
大
海
と
申
す
御

弓
衆
、
弓
を
答
張
に
仕
候
事
、
後
三
忌
も
利
家
様
被
‘
仰
。
と
あ
り
。

然
ら
ぽ
加
賀
入
間
以
前
よ
り
‘
射
手
士
共
の
居
た
る
事
知
ら
れ
け

り
。
叉
秀
次
公
の
射
手
を
招
か
せ
ら
れ
し
事
も
.
同
記
に
大
島
雲
八

肝
入
に
て
‘
閥
白
様
御
改
易
之
後
、
閥
白
様
に
有
ν
之
弓
の
者
を
‘
ニ

百
石
宛
被
v
下
、
四
拾
人
御
召
抱
え
、
吉
岡
九
左
街
門
・
藤
懸
又
太
夫
に

御
預
。
雨
入
共
弓
能
仕
候
事
被
v
鏡
=
聞
召
一
頭
陀
被
-
-
仰
付
-
候

τ、
二

拾
人
宛
御
預
被
v
成
候
。
一
一
閉
年
過
ぎ
、
雨
人
頭
仕
様
悪
敷
よ
し
、
弓

衆
目
安
を
上
候
。
利
家
様
御
吟
味
被
v
成
、
彼
四
拾
人
の
弓
衆
を
ば
御

取
上
云
々
。
奥
村
河
内
前
々
よ
り
弓
を
心
懸
に
付
.
四
拾
人
河
内
に

付
候
云
々
。
と
あ
り
0

・
叉
拾
築
名
言
記
に
‘
利
常
卿
正
保
四
年
頃
よ

り
越
中
鷹
野
に
も
御
迎
へ
に
罷
出
、
御
射
乎
・
御
小
姓
我
先
に
と
罷

出
。
一
一
閉
年
過
ぎ
て
御
異
風
被
目
召
出
一
一
射
手
同
事
に
被
昌
召
仕
吋
夫
迄

は
寛
永
七
・
八
年
の
頃
、
廿
人
百
三
十
石
宛
に
て
異
風
被
昌
召
抱
一
高

岡
に
被
v

置
と
承
る
。
御
射
乎
は
背
よ
り
御
供
・
御
使
・
御
式
接
取
次

金
滞
古
蹟
志
巻
五

O 

石
川
門
の
傍
、
白
鳥
掘
の
高
塀
内
也
。
此
の
地
奮
滞
中
は
、
射
手
・
異

風
と
稀
し
、
弓
地
方
の
.
士
稽
古
所
な
り
。
=
一
州
志
来
因
概
覧
附
録
に

一
宮
ふ
。
三

J

丸
射
手
異
風
稽
古
所
、
此
の
地
天
正
十
二
・
三
年
の
頃
は

村
井
長
額
第
あ
り
。
共
の
後
弓
銃
の
演
所
陀
命
ぜ
ら
る
。
年
続
等
知

れ
ざ
れ
ど
も
、
醤
記
に
、
右
演
所
属
置
の
事
、
天
和
三
年
三
月
よ
り

見
ゆ
る
ょ
し
た
れ
ば
、
夫
れ
以
前
は
無
か
り
し
と
見
ね
て
、
古
闘
中

に
も
稽
古
所
の
名
目
を
載
せ
宇
。
或
は
云
ふ
。
共
の
以
前
は
射
手
の

子
弟
等
、
箆
庫
に
て
演
射
を
命
ぜ
ら
れ
し
由
。
然
れ
ば
箆
廊
の
演
射
止

み
て
三
，
丸
稽
古
所
陀
移
る
欺
。
と
い
ヤ
へ
り
。
按
宇
る
に
、
箆
庫
は
柿

木
畠
宮
内
橋
の
橋
爪
に
、
元
批
猫
舘
の
地
是
也
。
湯
潟
紙
府
の
藩
閥
官

職
遁
考
に
云
ふ
。
射
手
士
の
起
元
を
考
ふ
る
に
、
文
繰
四
年
関
白
秀

次
公
事
援
の
後
.
大
嶋
雲
八
が
媒
言
を
以
て
、
射
手
士
二
百
人
を
召

抱
え
ら
れ
、
采
地
二
百
石
宛
、
外
に
弓
料
各
」
ニ
十
石
を
賜
ふ
と
一
民

ふ
。
叉
微
妙
公
養
老
後
寛
永
二
十
年
に
、
於
昌
小
松
-
新
射
手
を
被
ι

日召

出
二
ニ
人
扶
持
に
白
銀
拾
枚
を
賜
ふ
。
人
員
知
れ
・

2
X々
。
叉
一
試
ふ
。

呉
風
士
は
、
園
事
昌
披
問
答
K
、
寛
永
七
年
初
め
て
二
十
人
召
出
さ

れ
.
爪
米
地
百
三
拾
石
宛
賜
は
り
、
高
岡
に
差
置
か
る
と
一
宮
ふ
。
姓
名

等
委
し
き
を
見
宇
。
同
十
九
年
武
藤
加
兵
衛
等
の
名
見
ゆ
。
此
時
阪

b 
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杯
、
御
小
姓
並
に
仕
る
也
。
夫
迄
御
射
手
高
知
に
て
、
馬
持
数
多
有
v

之
也
。
叉
新
異
風
と
て
被
昌
召
出
-
よ
り
、
御
小
姓
・
御
射
手
・
御
異
風
、
御

手
廻
と

τせ
り
合
ひ
御
奉
公
申
上
げ
、
江
戸
御
迎
へ
杯
に
も
我
先
に

と
罷
越
云
々
。
叉
新
射
手
と
て
小
松
へ
被
=
召
出
-
は
、
御
隠
居
被
v
成

四
年
目
也
。
二
人
扶
持
・
銀
十
枚
づ
L
可
v
被
v
下
由
民
て
被
=
・
4
H
出
二
明

年
平
六
・
七
人
知
行
被
v
下
。
新
異
風
被
a
召
出
-
時
は
、
御
挨
持
・
御
切

米
の
定
め
も
左
く
、
江
戸
御
供
仕
る
と
知
行
被
ν
下
也
云
々
。
と
見
b

た
り
。
奮
藩
は
園
初
以
来
、
射
手
・
異
風
と
て
緒
士
の
内
に
、
世
々
共

の
術
襲
を
修
練
せ
し
め
、
寧
粧
に
備
へ
置
か
れ
し
を
、
山
鹿
甚
五
左

衛
門
義
短
甚
だ
感
心
し
た
る
よ
し
‘
可
観
小
設
に
見
ゆ
。
叉
異
風
は
‘

射
手
に
謝
し
た
る
名
目
に
て
、
地
術
を
い
へ
り
。

。
高
知
番
所

三
州
志
来
図
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
三

J

丸
に
人
持
番
所
あ
り
し
由
一
試
ひ

侮
ふ
れ
ど
も
、
奮
紀
に
未
だ
見
常
ら
宇
。
一
審
紀
に
、
寛
永
八
年
四

月
十
四
日
金
揮
火
災
‘
金
城
火
に
綴
る
時
.
微
妙
公
は
樋
柴
橋
よ
り
.

世
子
は
鶴
，
丸
よ
り
出
で
さ
せ
ら
れ
、
三

J

丸
高
知
番
所
設
に
て
出
合

ひ
給
ふ
と
云
ふ
事
見
ゆ
。
此
の
高
知
番
所
と
は
、
創
ち
人
持
番
所
な

り
。
さ
れ
ば
此
の
頃
よ
り
寛
文
の
頃
ま
で
も
有
り
た
る
か
。
寛
文
元




